








1 年以上慢性透析を受け、輸血量と血清フェリチンの経過を追えた 17 例を履歴的に検討し

た。11例に血清フェリチンの高値が認められ、うち 3例に輸血性ヘモジデロージスの合併

があった。 

この 3例に血液濾過(HF)とデスフェラールの除鉄療法を試み、フェリチンには殆ど変化は

みられなかったが、GOT、GPT の下降には効果がみられた。デスフェラールの投与方法では

HF の 3 時間前の筋注法が HF 開始時の点滴法より除鉄効果が有意に優れていた。 


